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〔2〕平成23年５月１日（No.100）

結 果主 な 案 件 ・ 内 容

３月定例会（会期：２月22日～３月14日）
内訳：条例案10件、単行案４件、予算案43件、人事案３件、報告1件、陳情３件

継続審査中の請願４件・陳情13件、意見書案２件　　計83件

○市長等の給与及び旅費に関する条例の一部改正

副市長の給料月額を減額する期間は平成23年３月31日まででしたが、任期が満了する６月30日
まで延長します

○大館市立保育園設置条例の一部改正

有浦保育園の改築が終わり、定員が30人ふえるため、有浦保育園の分園として利用していた旧
桂城幼稚園は、４月１日からは城南保育園の分園として利用します

○大町借上住宅に関する条例

民間事業者が建設した大町住宅を、市が借り受けて管理します

○平成22年度一般会計補正予算（第７号）案

・子宮頸がん等ワクチン接種委託料の追加　　　　　　　　　　　　　　　　　 5,334万5,000円
・除雪費の追加　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 4,600万円
・小・中学校の図書整備　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 2,345万8,000円

各学校に新規図書を購入。図書館司書が学校を回り、図書室を充実させます

・学校施設の改修（トイレの洋式化など） 9,770万円
・市内のバス路線を維持するための運営会社への補助金　　　　　　　　　 １億1,381万2,000円

○平成23年度一般会計予算案

・議員報酬　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 １億2,252万円
・市長・市議会議員一般選挙　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 7,969万8,000円
・子宮頸がん・肺炎球菌・ヒブワクチン予防接種の助成　　　　　　　　　　　 9,482万1,000円
・御成町南地区の土地区画整理事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 4,824万7,000円
・住宅リフォームの支援　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 6,000万円
・全国高等学校総合体育大会（インターハイ）実行委員会への負担金　　　　　 1,994万7,000円

秋田・青森・岩手の３県合同開催。大館市では、高館テニスコートを会場に

女子ソフトテニスを開催予定です（８/１開会式、８/２～８/４競技）

・小学校の教科書が全改訂になるため、教師用の教科書・指導書などを購入　 2,255万円

○平成22年度一般会計補正予算（第８号）案

・大館鳳鳴高校野球部の甲子園出場に対する補助金　　　　　　　　　　　　 1,000万円
・第一中学校第２体育館の耐震診断　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　280万9,000円
・除雪費の追加　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 １億円

賛成26
反対１
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請
　
願

陳
　
情

採 択
趣旨採択
不 採 択

趣旨採択

継続審査

取り下げ

継続審査

◎３月定例会に提出されたもの ○継続審査となっていたもの

○免税軽油制度の継続

○「交通基本法」の理念に基づく公共交通機関への支援を含む総合的な交通体系の構築

○協同組合大館総合卸センター所有地の市道認定について

○米価の大暴落に歯どめをかけることを求める意見書の提出要請について

○医師等の大幅増員と夜勤改善で安全・安心の医療・介護

◎最低賃金の大幅引き上げと中小企業支援の拡充

◎労働者派遣法の早期抜本改正と雇用の安定

◎2011年度年金引き下げの撤回と無年金・低年金者への緊急措置

○暮らしを支える行政サービスと人員の拡充

○雇用と生活を守る施策強化

○教育予算の拡充

○安全・安心な国民生活実現のための防災・生活関連予算の拡充と、国土交通省の地方出

先機関の存続

○雇用と生活を守る施策強化

○住民の安心・安全を支える行政サービスの拡充

○細菌性髄膜炎ワクチン接種への公費助成について

○過剰な農薬取締法により植物からなる農業用有機資材を締め出す不法な行政指導の改善

○日米地位協定にかかわる「裁判権放棄の日米密約」の公表と廃棄

○辺野古への新基地建設、米軍訓練の全国への移転・拡充を約束した「日米合意」の撤回

○在日米軍に対する政府の「思いやり予算」の廃止

同 意

異議なし

結 果主 な 案 件 ・ 内 容

○人権擁護委員の候補者の推薦について 冨樫 幸雄 氏（外川原）

○情報審査会の委員の任命

青柳 美和子 氏（新地）、伊藤 治兵衛 氏（部垂町）、兜森 和夫 氏（御成町１丁目４区）

小池 和子 氏（餅田１区）、庄林 雅了 氏（常盤木町）、畠沢 邦寿 氏（水門町）

○山瀬財産区管理委員の任命

浅利 重博 氏（赤坂）、北林 久純 氏（赤川）、古家 哲 氏（街道脇）

笹木 金彦 氏（蛭沢）、佐藤 健三 氏（南町）

採 択

免税軽油制度の継続を求める意見書 
　　《提出先》内閣総理大臣、財務・農林水産大臣 

医師等の大幅増員と夜勤改善で安全・安心の医療・介護を求める意見書 
　　《提出先》内閣総理大臣、総務・財務・文部科学・厚生労働大臣、秋田県知事 



平
成
23
年
度
予
算
の

財
政
の
健
全
性
に
つ
い
て

〈
問
〉

プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス

（
基
礎
的
財
政
収
支
）
は
赤
字
か
。

〔
市
長
〕

本
市
の
平
成
23
年
度
一

般
会
計
当
初
予
算
に
よ
れ
ば
、
基
礎

的
財
政
収
支
は
約
23
億
７
４
６
６
万

円
の
黒
字
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
骨
格

予
算
の
た
め
、
今
後
は
、
投
資
的
経

費
の
補
正
に
よ
る
市
債
の
追
加
も
考

え
ら
れ
る
。
新
た
な
借
入
額
が
そ
の

年
度
の
償
還
金
を
上
回
ら
な
い
よ
う

に
し
て
、
市
債
残
高
が
減
少
す
る
よ

う
財
政
運
営
に
努
め
て
い
る
。

在
宅
待
機
高
齢
者
に
つ
い
て

〈
問
〉

解
消
の
た
め
に
北
部
老
人

福
祉
総
合
エ
リ
ア
の
拡
充
を
。

〔
市
長
〕

エ
リ
ア
内
の
市
の
施
設

と
し
て
は
、
特
養
老
人
ホ
ー
ム
つ
く

し
苑
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
大

滝
な
ど
が
あ
り
、
１
５
０
人
が
入
居
。

通
所
で
は
年
間
２
０
０
０
人
が
利
用

し
て
い
る
。
県
の
施
設
と
し
て
は
、

会
議
・
宿
泊
等
に
利
用
で
き
る
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
趣
味
・
各
種

サ
ー
ク
ル
に
利
用
さ
れ
る
生
き
が
い

活
動
施
設
や
屋
内
運
動
広
場
な
ど
が

あ
り
、
年
間
３
万
人
が
利
用
し
て
い

る
。
し
か
し
、
大
館
市
を
含
む
県
北

部
は
我
が
国
の
中
で
も
特
に
高
齢
化

が
著
し
い
状
況
で
あ
り
、
市
内
の
各

介
護
施
設
で
は
、
入
所
を
希
望
し
て

い
る
も
の
の
、
な
か
な
か
入
所
で
き

な
い
、
い
わ
ゆ
る
在
宅
待
機
高
齢
者

が
増
え
続
け
、
現
在
は
４
８
０
人
に

上
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
高
齢
化
が
進

む
に
つ
れ
て
、
一
層
深
刻
さ
を
増
す

こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
市
は
、
今

後
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
社
会

を
構
築
す
る
た
め
に
、
議
員
の
ご
提

案
に
あ
る
よ
う
に
、
北
部
老
人
福
祉

総
合
エ
リ
ア
の
機
能
を
最
大
限
に
活

用
す
る
た
め
に
も
、
さ
ら
な
る
充

実
・
強
化
を
検
討
し
、
計
画
的
に
待

機
者
の
解
消
に
努
め
た
い
。

小
・
中
学
校
の
統
合
に
つ
い
て

〈
問
〉

地
域
の
了
解
が
得
ら
れ
な

い
場
合
の
方
針
は
。

〔
教
育
長
〕

地
域
の
了
解
を
得
て

統
合
を
進
め
る
と
い
う
基
本
姿
勢
に

変
わ
り
は
な
い
。
保
護
者
の
意
見
も

賛
成
と
反
対
が
あ
り
混
在
し
て
い
る
。

児
童
数
が
限
り
な
く
ゼ
ロ
に
近
づ
き

学
校
が
消
滅
す
る
よ
う
な
事
態
だ
け

は
避
け
た
い
。

〈
問
〉

今
後
の
統
合
方
針
は
。

〔
教
育
長
〕

保
護
者
や
地
域
の
意

見
・
要
望
を
尊
重
す
る
と
い
う
基
本

姿
勢
に
よ
り
、
計
画
が
ず
れ
込
む
こ

と
も
あ
り
得
る
。
伝
統
と
パ
ワ
ー
が

新
た
な
学
校
に
引
き
継
が
れ
、
将
来

的
に
地
域
社
会
の
核
と
な
る
べ
き
人

材
を
育
成
し
地
域
に
還
元
す
る
と
い

う
教
育
目
的
は
変
わ
ら
な
い
こ
と
を

理
解
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
努
め
る
。

国
民
健
康
保
険
税
の
引
き
下
げ
を

〈
問
〉

国
民
健
康
保
険
税
は
、
平

成
18
年
か
ら
22
年
の
５
年
間
で
４
回

も
引
き
上
げ
ら
れ
た
。
市
民
は
悲
鳴

を
上
げ
て
い
る
。
国
保
基
金
の
活
用

や
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
な

ど
で
引
き
下
げ
を
す
べ
き
。

〔
市
長
〕

国
保
税
の
引
き
下
げ
は

難
し
い
。
低
所
得
者
の
方
に
は
軽
減

制
度
を
活
用
し
、
特
別
な
事
情
に
よ

り
納
税
が
困
難
な
方
に
は
減
税
を
実

施
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
軽
減
・
減

免
制
度
に
つ
い
て
は
今
後
も
周
知
に

努
め
る
。

資
格
証
明
書
か
ら
、

せ
め
て
短
期
保
険
証
に

切
り
か
え
る
こ
と

〈
問
〉

い
く
ら
総
合
病
院
の
建
物

が
立
派
で
優
秀
な
ス
タ
ッ
フ
が
い
て

も
、
保
険
証
が
な
い
人
は
医
療
を
受

け
ら
れ
な
い
。
受
け
て
も
窓
口
で
の

全
額
支
払
い
に
な
る
。「
い
の
ち
最

優
先
」
と
い
う
な
ら
、
ま
ず
は
保
険

証
を
交
付
す
べ
き
。

〔
市
長
〕

国
保
加
入
者
の
方
々
が

必
要
な
医
療
を
受
け
る
機
会
を
確
保

で
き
る
よ
う
、
柔
軟
か
つ
慎
重
に
こ

の
制
度
を
運
用
し
て
い
く
。

旧
田
代
町
で
実
施
し
て
い
た

「
入
院
は
中
学
３
年
生
ま
で
」

の
復
活
を

〈
問
〉

入
院
の
場
合
、
中
学
３
年

生
ま
で
無
料
化
の
仕
事
を
し
た
旧
田

代
町
に
な
ら
っ
て
、
ぜ
ひ
実
施
し
、

医
療
の
安
心
と
し
て
子
育
て
世
代
に

プ
レ
ゼ
ン
ト
を
。

〔
市
長
〕

子
ど
も
へ
の
医
療
費
助

成
の
拡
充
は
、
子
ど
も
を
育
て
て
い

く
た
め
の
有
効
な
施
策
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。
今
後
も
、
国
・
県
に
対

し
助
成
の
拡
充
を
強
く
要
望
す
る
。

市
の
将
来
を
担
う
若
者
対
策
を

〈
問
〉

収
入
が
低
く
て
も
結
婚
し

て
も
子
供
が
生
ま
れ
て
も
居
住
で
き

る
公
共
住
宅
を
整
備
す
る
こ
と
と
、

出
産
後
の
ケ
ア
を
充
実
さ
せ
る
こ
と

が
と
て
も
大
事
だ
と
思
う
。

〔
市
長
〕

市
営
住
宅
に
つ
い
て
は

低
所
得
者
向
け
の
住
宅
と
し
て
、
新

町
・
中
町
・
向
町
住
宅
の
建
て
替
え

を
計
画
し
て
い
る
。
こ
の
計
画
で
は
、

高
齢
者
や
若
い
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
向
け

に
１
Ｌ
Ｄ
Ｋ
や
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
を
設
け
る

こ
と
と
し
て
い
る
。
出
産
後
の
ケ
ア

に
つ
い
て
は
、
総
合
病
院
で
日
中
は

産
婦
人
科
外
来
と
小
児
科
外
来
で
、

夜
間
は
産
婦
人
科
病
棟
で
対
応
し
て

い
る
。
一
方
、
健
康
推
進
課
で
は
電

話
に
よ
る
育
児
相
談
を
行
っ
て
い
る

ほ
か
、
産
後
の
体
調
や
育
児
不
安
の

把
握
に
努
め
、
必
要
な
場
合
は
訪
問

指
導
を
実
施
し
て
い
る
。

在
宅
介
護
慰
労
金
は
１
万
円
に

〈
問
〉

現
在
、
介
護
し
て
い
る
家

族
に
月
２
５
０
０
円
の
慰
労
金
を
支

給
さ
れ
て
い
る
が
、
せ
め
て
１
万
円

に
。

〔
市
長
〕

現
金
給
付
で
あ
る
在
宅

介
護
慰
労
金
と
あ
わ
せ
て
さ
ま
ざ
ま

な
現
物
給
付
の
サ
ー
ビ
ス
が
あ
る
。

こ
れ
ら
の
利
用
で
、
負
担
軽
減
が
一

定
程
度
図
ら
れ
て
い
る
と
考
え
る
。
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佐
藤

さ
と
う

久
勝

ひ
さ
か
つ

議
員
（
平
成
会
）

笹
島

さ
さ
じ
ま

愛
子

あ
い
こ

議
員
（
日
本
共
産
党
）



戦
略
的
農
業
実
現
の
た
め
に

農
業
総
合
指
導
セ
ン
タ
ー

の
充
実
を

〈
問
〉

低
迷
す
る
米
価
格
、
Ｔ
Ｐ

Ｐ
問
題
に
揺
れ
る
我
が
国
の
農
業
政

策
の
中
で
、
他
産
業
従
事
者
に
劣
ら

ぬ
所
得
を
確
保
す
る
た
め
、
米
依
存

経
営
か
ら
転
換
す
る
大
館
版
の
農
業

政
策
を
示
し
、
そ
れ
へ
の
誘
導
を
す

る
た
め
さ
ら
な
る
充
実
を
図
る
べ
き
。

〔
市
長
〕

当
セ
ン
タ
ー
は
、
農
業

者
の
生
産
技
術
の
向
上
、
農
業
経
営

の
改
善
、
担
い
手
農
家
及
び
後
継
者

の
育
成
を
推
進
し
、
農
業
振
興
の
発

展
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

戦
略
的
農
業
実
現
の
た
め
に
は
、
米

以
外
の
作
物
振
興
が
重
要
。
重
点
戦

略
作
物
を
中
心
と
し
た
地
域
特
産
物

の
産
地
化
や
ブ
ラ
ン
ド
化
、
６
次
産

業
化
に
向
け
た
対
策
が
急
務
で
あ
り
、

販
路
拡
大
や
有
機
堆
肥
の
活
用
に
よ

る
地
域
循
環
型
農
業
を
進
め
な
が
ら

生
産
量
の
増
加
、
所
得
の
向
上
に
結

び
つ
け
て
い
き
た
い
。
多
岐
に
わ
た

る
業
務
、
迅
速
か
つ
的
確
に
処
理
で

き
る
体
制
を
強
化
し
て
い
き
た
い
。

〈
問
〉

地
域
食
糧
農
業
会
議
の
設

立
・
設
置
に
つ
い
て
。

〔
市
長
〕

来
年
度
か
ら
大
館
市
水

田
農
業
振
興
協
議
会
を
大
館
市
農
業

再
生
協
議
会
（
仮
称
）
に
改
め
、
大

館
市
地
域
担
い
手
育
成
総
合
支
援
協

議
会
及
び
大
館
市
耕
作
放
棄
地
対
策

協
議
会
と
の
相
互
連
携
を
強
化
し
効

率
化
を
図
る
た
め
、
こ
れ
ら
２
つ
の

協
議
会
を
水
田
農
業
再
生
協
議
会
に

統
合
す
る
方
向
で
進
め
て
い
る
。
提

案
の
地
域
食
糧
農
業
会
議
の
役
割
は

こ
の
協
議
会
に
お
い
て
担
っ
て
い
く

も
の
と
考
え
、
本
市
農
業
の
方
向
づ

け
を
行
っ
て
い
く
こ
と
と
し
、
地
域

を
巻
き
込
ん
だ
形
で
の
メ
ン
バ
ー
で

構
成
し
、
幅
広
い
農
業
の
課
題
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

〈
問
〉

地
域
を
学
ぶ
教
育
の
実
践

を
「
地
産
地
生
」
を
柱
と
し
、「
生

ま
れ
」
こ
こ
に
住
み
続
け
る
た
め
の

「
心
」
を
育
て
る
教
育
を
。

※
「
地
産
地
生
」
は
造
語
で
す
。

〔
教
育
長
〕

人
は
大
地
の
子
で
あ

り
、
人
の
本
当
の
幸
せ
は
ふ
る
さ
と

に
根
差
し
て
生
き
る
こ
と
に
あ
る
と

い
う
思
い
は
同
感
で
あ
る
。
そ
の
ふ

る
さ
と
が
衰
弱
し
つ
つ
あ
る
現
状
を

目
の
当
た
り
に
し
て
、
教
育
は
何
を

な
す
べ
き
な
の
か
を
深
く
考
え
ざ
る

を
得
な
い
。
市
の
教
育
の
目
的
を

「
誇
り
と
志
を
も
ち
、
自
立
し
て
、

ふ
る
さ
と
大
館
に
根
ざ
し
て
生
き
る

人
材
の
育
成
」
と
い
う
一
点
に
照
準

を
定
め
、
地
域
に
お
い
て
医
師
が
不

足
な
ら
ば
医
師
を
、
農
・
工
・
商
で

あ
れ
自
ら
業
を
起
こ
せ
る
人
材
が
必

要
な
ら
ば
そ
の
よ
う
な
人
材
を
、
そ

の
地
域
社
会
が
自
前
で
育
成
で
き
な

け
れ
ば
、
そ
の
地
域
の
自
立
な
ど
お

ぼ
つ
か
な
い
こ
と
で
あ
る
。
現
在
の

社
会
を
維
持
す
る
こ
と
と
と
も
に
、

未
来
の
社
会
に
責
任
を
持
つ
こ
と
も
、

私
た
ち
の
世
代
、
と
り
わ
け
教
育
に

与
え
ら
れ
た
重
要
な
使
命
で
あ
る
。

中
学
生
の
海
外
研
修
に
つ
い
て

〈
問
〉

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
行
き

の
見
直
し
は
な
い
の
か
。
研
修
先
と

し
て
、
他
の
諸
外
国
は
な
い
の
か
。

〔
市
長
〕

被
災
地
か
ら
１
０
０
０

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
離
れ
て
い
る
こ
と
や

安
全
も
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら

実
施
の
方
向
で
あ
る
。

※
東
日
本
大
震
災
の
た
め
延
期
。

児
童
生
徒
の
通
学
路
の

安
全
対
策
に
つ
い
て

〈
問
〉

小
・
中
学
校
の
通
学
路
は

積
雪
等
に
よ
る
危
険
箇
所
が
あ
る
の

で
、
点
検
と
対
応
が
必
要
。

〔
教
育
長
〕

今
冬
の
積
雪
を
考
慮

し
、
新
年
度
に
向
け
て
再
点
検
す
る

よ
う
各
学
校
に
指
示
す
る
予
定
。

高
齢
者
の
生
き
が
い

づ
く
り
に
つ
い
て

〈
問
〉

生
き
が
い
の
持
て
る
社
会

づ
く
り
と
老
壮
大
学
の
改
称
検
討
は
。

〔
教
育
長
〕

「
学
ぶ
」「
学
ん
だ
成

果
の
発
表
」「
学
ん
だ
こ
と
を
他
の

人
に
教
え
る
」
な
ど
が
さ
ら
な
る
生

き
が
い
づ
く
り
に
つ
な
が
る
。

雪
国
大
館
市
で
快
適
に
暮
ら
す
に
は

〈
問
〉

冬
の
快
適
な
暮
ら
し
を
確

保
す
る
た
め
除
排
雪
対
策
は
重
要
。

融
雪
・
流
雪
設
備
を
整
備
す
る
計
画

は
。

〔
市
長
〕

融
雪
施
設
は
主
に
通
学

路
で
約
１
・
４
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
流

雪
溝
は
２
・
２
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
整

備
し
て
い
る
。
今
後
も
整
備
の
可
能

性
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

大
館
市
の
観
光
振
興
に
つ
い
て

〈
問
〉

新
青
森
駅
開
通
の
効
果
は
。

〔
市
長
〕

青
森
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ

ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
本
番
を
迎
え

る
。
お
客
様
を
迎
え
ら
れ
る
よ
う
、

万
全
を
期
し
た
い
。

〈
問
〉

観
光
客
の
目
線
に
立
っ
た

情
報
提
供
が
不
足
で
は
。

〔
市
長
〕

観
光
案
内
所
な
ど
対
面

に
よ
る
観
光
案
内
を
強
化
し
て
い
る
。

ま
る
ご
と
体
験
プ
ラ
ン
に
つ
い
て

〈
問
〉

大
館
に
し
か
な
い
「
６
つ

の
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
」
は
十
分
か
。

〔
市
長
〕

大
館
に
は
魅
力
的
な
素

材
が
数
多
く
あ
る
の
で
、
多
く
の
メ

ニ
ュ
ー
を
活
用
し
磨
き
を
か
け
た
い
。

子
供
会
活
動
と

地
域
サ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て

〈
問
〉

城
西
小
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル
の
取
り
組
み
を
手
本
と
し

た
拡
大
を
。

〔
教
育
長
〕

地
域
と
連
携
し
た
学

校
づ
く
り
及
び
サ
ポ
ー
ト
を
続
け
る
。

地
域
活
動
と
公
民
館
の
役
割
に
つ
い
て

〈
問
〉

超
高
齢
化
社
会
と
地
域
活

動
の
あ
り
方
、
無
縁
社
会
の
対
応
は
。

〔
教
育
長
〕

人
づ
く
り
は
公
民
館

の
役
割
。
公
民
館
が
地
域
づ
く
り
を

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
る
。

バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想
に
つ
い
て

〈
問
〉

現
在
の
取
り
組
み
と
今
後

の
方
向
性
は
。

〔
市
長
〕

地
域
循
環
型
の
構
築
を

目
指
し
て
い
く
。

カ
ラ
ス
対
策
と
生
ご
み
の
対
応
に
つ
い
て

〈
問
〉

今
後
の
対
応
は
ど
う
か
。

〔
市
長
〕

粘
り
強
く
取
り
組
む
。
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廃
校
利
活
用
を
全
庁
的
に

ど
う
検
討
し
て
い
る
か

〈
問
〉

平
成
20
年
度
ま
で
に
全
国

で
３
１
３
４
の
小
・
中
学
校
が
廃
校

と
な
り
、
21
年
５
月
現
在
で
９
９
９

校
が
活
用
さ
れ
ず
放
置
さ
れ
て
い
る
。

田
代
地
域
に
も
２
つ
の
廃
校
舎
が
あ

る
が
、
子
ど
も
の
声
が
聞
こ
え
る
こ

と
も
な
く
灯
り
の
消
え
た
施
設
が
現

存
す
る
こ
と
に
地
域
住
民
は
心
を
痛

め
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
な
話
し
合

い
を
し
て
き
た
の
か
。

〔
市
長
〕

市
の
未
利
用
廃
校
舎
の

管
理
は
教
育
委
員
会
と
し
て
お
り
、

教
育
施
設
に
限
ら
ず
地
域
活
性
化
の

観
点
か
ら
も
全
庁
的
に
検
討
す
る
こ

と
と
し
て
い
る
。
全
国
の
事
例
を
紹

介
し
な
が
ら
地
域
の
方
々
と
話
し
合

い
た
い
。

市
営
住
宅
３
団
地

建
て
替
え
に
つ
い
て

〈
問
〉

新
町
・
中
町
・
向
町
の
建

て
替
え
は
大
町
周
辺
の
に
ぎ
わ
い
創

出
の
一
つ
と
し
て
い
る
が
、
建
設
後

の
管
理
経
費
や
空
き
地
を
市
民
の
駐

車
場
と
し
て
活
用
す
れ
ば
、
一
カ
所

に
ま
と
め
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

〔
市
長
〕

メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
、

３
カ
所
と
も
市
有
地
、
低
廉
な
家
賃
、

中
層
低
密
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
に

よ
る
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
な
ど
。
Ｐ
Ｆ

Ｉ
法
に
基
づ
き
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
契

約
を
締
結
す
る
専
門
業
者
の
選
定
や

実
施
方
針
の
策
定
・
公
表
、
特
定
事

業
の
選
定
・
公
表
、
民
間
事
業
者
等

か
ら
の
質
問
の
受
付
等
の
作
業
を
進

め
、
公
平
性
・
透
明
性
を
確
保
し
な

が
ら
進
め
る
。

市
民
所
得
の
向
上
策
に
つ
い
て

〈
問
〉

市
予
算
の
財
源
の
一
つ
で

あ
る
市
税
（
個
人
・
法
人
税
）
が

年
々
減
少
し
、
23
年
度
予
算
は
18
年

度
比
６
億
円
の
減
。
市
民
一
人
当
た

り
の
所
得
額
は
２
３
５
万
３
０
０
０

円
（
県
内
５
番
目
）
で
21
年
度
比
６

万
円
の
減
。
県
民
一
人
当
た
り
の
所

得
額
２
４
８
万
３
０
０
０
円
か
ら
見

る
と
13
万
円
下
回
っ
て
い
る
。
国
内

で
も
農
業
を
成
長
産
業
と
位
置
づ
け
、

国
の
農
政
を
踏
襲
す
る
だ
け
で
な
く
、

自
治
体
独
自
の
政
策
を
掲
げ
、
世
界

に
目
を
向
け
て
成
長
産
業
に
取
り
込

ん
で
い
る
自
治
体
も
増
え
て
い
る
。

市
と
し
て
も
市
内
の
農
地
７
０
０
０

ヘ
ク
タ
ー
ル
を
最
大
限
生
か
し
、
農

業
を
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
た
関
連
産
業
の

創
出
、
人
材
育
成
、
医
療
を
含
め
た

観
光
産
業
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
含
め
た

リ
サ
イ
ク
ル
産
業
な
ど
を
有
機
的
に

融
合
し
、
市
民
と
の
協
働
で
到
達
目

標
を
定
め
、
長
期
的
視
点
で
市
民
所

得
向
上
を
図
る
べ
き
。

〔
市
長
〕

公
約
と
し
て
、
農
業
の

持
続
的
発
展
、
秋
田
ス
ギ
の
復
活
、

畜
産
基
地
化
、
農
畜
連
携
、
リ
サ
イ

ク
ル
産
業
・
健
康
産
業
の
拡
大
、
鉱

山
跡
地
活
用
、
観
光
戦
略
に
よ
り
雇

用
確
保
な
ど
を
進
め
、
市
民
所
得
の

向
上
に
つ
な
げ
て
参
り
た
い
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ（
環
太
平
洋
戦
略
的

経
済
連
携
協
定
）に
断
固
反
対
を

〈
問
〉

Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
あ
ら
ゆ
る
問
題

点
を
市
民
に
周
知
徹
底
す
る
考
え
は

な
い
か
。
食
の
安
全
が
問
わ
れ
て
い

る
中
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
加
入
に
よ
る
影
響
を

ど
う
と
ら
え
て
い
る
か
。
農
業
後
継

者
難
が
言
わ
れ
て
い
る
中
、
そ
の
影

響
は
。

〔
市
長
〕

農
業
に
つ
い
て
は
壊
滅

的
な
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
る
も
の
と
予

想
さ
れ
、
国
全
体
の
農
畜
産
物
の
生

産
額
が
現
在
の
半
分
程
度
と
な
り
、

そ
の
中
で
も
米
に
つ
い
て
は
生
産
額

が
90
％
減
少
し
、
食
料
自
給
率
は

14
％
程
度
ま
で
落
ち
込
む
と
も
言
わ

れ
て
い
る
。
農
家
の
高
齢
化
で
後
継

者
不
足
が
言
わ
れ
て
い
る
中
、
さ
ら

に
農
家
の
減
少
に
拍
車
が
か
か
り
、

地
域
の
農
業
・
農
村
は
崩
壊
し
、
農

地
の
荒
廃
に
つ
な
が
る
事
態
に
な
る

と
危
惧
し
て
い
る
。
食
料
品
に
つ
い

て
は
単
に
安
け
れ
ば
よ
い
と
い
う
こ

と
で
は
な
く
、
食
の
安
全
・
安
心
が

確
保
さ
れ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

市
場
開
放
し
た
場
合
に
備
え
、
本
市

独
自
の
農
業
施
策
を
講
じ
、
高
品
質

で
競
争
力
の
あ
る
農
畜
産
物
の
生
産
、

産
地
化
を
目
指
し
て
い
く
こ
と
が
急

務
で
あ
る
。

総
合
病
院
の
経
営
に
つ
い
て

〈
問
〉

病
院
事
業
の
黒
字
決
算
の

見
通
し
に
つ
い
て
。

〔
市
長
〕

現
在
の
患
者
動
向
で
推

移
す
る
と
、「
現
金
ベ
ー
ス
の
損
益
」

と
「
単
年
度
実
質
収
支
」
の
黒
字
化

は
達
成
で
き
る
も
の
と
見
込
ん
で
い

る
。
一
方
、
市
か
ら
の
繰
出
金
に
つ

い
て
は
、
国
が
定
め
た
繰
出
基
準
に

沿
っ
て
、
資
金
不
足
比
率
が
10
％
に

達
し
な
い
よ
う
議
会
と
協
議
し
て
い

く
。
市
民
・
病
院
・
行
政
の
三
者
が

一
体
と
な
っ
て
こ
の
地
域
の
医
療
を

支
え
、
市
民
の
健
康
と
安
心
を
守
る

た
め
、
安
定
し
た
経
営
と
医
療
環
境

の
整
備
に
努
め
る
。

〈
問
〉

総
合
病
院
の
２
次
医
療
特

化
の
真
意
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。
２

次
医
療
を
選
択
す
る
理
由
に
つ
い
て
。

ま
た
、
医
業
収
益
の
増
収
は
そ
の
ま

ま
患
者
の
負
担
に
な
っ
て
い
な
い
か
。

〈
管
理
者
〉

地
域
に
お
け
る
限
ら

れ
た
医
療
資
源
を
活
用
し
、
か
か
り

つ
け
医
や
病
院
な
ど
の
医
療
機
関
の

持
つ
機
能
を
よ
り
明
確
に
し
、
そ
れ

ぞ
れ
の
持
つ
特
徴
を
十
分
に
生
か
せ

る
よ
う
、
役
割
分
担
と
連
携
に
よ
る

体
制
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
が
ん
診

療
・
救
急
医
療
を
行
う
病
院
と
し
て

２
次
医
療
機
関
と
な
っ
て
い
る
。
患

者
１
人
当
た
り
の
診
療
収
入
が
増
加

と
な
っ
て
い
る
の
は
、
看
護
配
置
７

対
１
の
施
設
基
準
を
取
得
し
た
結
果
、

増
収
に
つ
な
が
っ
た
も
の
で
あ
る
。

入
院
患
者
の
自
己
負
担
額
に
つ
い
て

は
、
従
来
か
ら
負
担
限
度
額
が
あ
り
、

極
端
に
高
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
は

な
い
。
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〔回答〕 今までは、あきたこまち一辺倒の生産や販売で産地銘柄の価格競争に陥っていましたが、新たな秋田米
販売戦略では外食産業など量販のシェアを高める取り組みに重点を置いております。また、価格以外の面で秋田
米を選んでもらう取り組み、例えば消費者のニーズに向き合う米づくりや生産地の姿勢、文化などの情報をＰＲ
し、生産者の顔が見える米づくりなどで秋田米を選んでもらえるように頑張っていきたいと考えています。
○農業政策の問題点、認定農業者の利点などあるが誰でも組織があれば担い手になれる。若い農業者の育成のため
協議会を立ち上げるべき。
〔回答〕 認定農業者になるためにはしっかりとした経営改善計画が必要で、その計画に沿って目標に向かい計画
的な農業経営を目指すことになります。認定農業者になれば、さまざまな補助や融資など優遇措置があり、集落
営農組織も同様に優遇が受けられますが、法人になればさらに有利なものもありますので、その経営形態に合っ
た組織を集落などの結束で立ち上げることが重要だと思います。若い人を育てるためには大規模な担い手を育て、
そこで若い人が研修するような方法が良いのではないかと考えています。今後、水田協議会や担い手協議会など
関連組織をまとめて、総合的な農業に関する協議会を立ち上げる予定となっておりますので、その中で若い担い
手に対する部分も取り込んでいきたいと思います。

教育関連
○３高校の統合場所は大館西地区に。
〔回答〕 大館地区総合制高校の建設場所について、市では平成19年10月に大館地区総合制高校の建設候補地３案
を併記の上、｢最終決定を県に任せる｣とした経緯があります。その後の経緯として、県では｢生徒の安全・安心の
確保のため、財政事情は厳しいものの耐震補強工事を優先的に行っている｣とのことでしたが、昨年９月の県議会
定例会の委員会で、平成23年度から始まる第６次高等学校整備計画の素案が提出されたことから、大館地区の高
校統合について伺ったところ、「１．統合校の場所については早期に決定したい」「２.用地を新規取得しての建設
は考えていない」「３.学科等については、以前に地元で検討した結果をいただいているので再協議はしない」と
いう回答がありました。このことから、今後、建設に向けて具体的に動き出すものと思われます。総合制高校の
設置場所や建設時期については、県北部の就学を希望する保護者の関心も高く、また本市のまちづくりの観点か
らも重要な意味を持つことから、設置場所などの早期決定を県へ働きかけてまいりたいと考えております。また、
県からの連絡があれば市議会ともご相談しながら対応してまいりますので、ご理解願います。

生活関連
○下水道工事などで埋めた後にもう一度掘り工事している場合がある。効率よく１回でできないのか。
〔回答〕 下水道工事の路面復旧は、工事を実施した年は仮復旧とし、翌年度に本舗装を実施しています。このこ
とをご指摘されているものと思われますが、これは路盤の沈下防止と安定を図る目的で行っているもので、車両
通行の安全性確保や舗装補修費などの後年度負担を軽減するための施工方法です。なお、土木工事を行う関係課
で発注工事調整会議を開催し、掘り返しとならぬように翌年度工事箇所の確認と調整を行っています。ただし、下
水道工事完了後に宅地化された箇所では、水道管の取り出しや公共ます設置のため掘削しなければならない場合
もあります。
○町内のごみ箱の設置場所をもっと考えて配慮してほしい。
〔回答〕 ごみステーション(ごみ箱)は町内会で設置していただいており、設置場所につきましても、町内会で決め
ていただいております。不都合なことがありましたら、町内会で都合の良い場所を決めていただき、環境課まで
ご相談ください。収集作業に支障がない限り、町内会のご要望には沿いたいと考えております。
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商工・観光関連
○観光案内人の育成強化で観光客への大館のイメージを強くしリピーターを増やすべき。
〔回答〕 東北新幹線の新青森駅延伸や青森デスティネーションキャンペーンを契機に、首都圏などから大館市を

訪れる観光客に｢おもてなし｣を行うことを目的に、当市の玄関口となる大館駅の待合室に観光案内所を開設しま

した。観光案内所では、お勧めの観光コースの説明を行うほか、今後は大館市観光協会が推進している観光ボラ

ンティア組織と協力し、ガイド付きの観光の仕組みをつくってまいります。

○財政ひっ迫のため、若い人の働く場としての企業誘致や地場産業の振興を。
〔回答〕 若者の定住化のため、働く場所を確保することは最も重要な問題です。市の条例指定工場には現在4,400
人余りが雇用されており、雇用が守られているところですが、既存の産業の振興策により就業機会を拡充すると

ともに新たな産業の創出のほか、企業誘致の促進や地場産業の育成に努めてまいります。

建設・まちづくり関連

○市の中心市街地活性化対策について、大町の現状では費用対効果に疑問がある。市民の声をどのように分析して
いるのか。
〔回答〕 中心市街地は大館駅前から大町一帯までの地区として中心市街地基本計画に定めております。その中心

市街地の中でも大町地区は大館の顔として、商業や業務、居住などの都市機能が集積し、伝統をはぐくみ、市民

の出会いの場、地域社会形成の場として各種機能を培ってきておりますので、都市機能が整備されているこの地

域を活性化することが本市や周辺地域の発展を図る上で、大きな役割を果たすものと考えております。市民の声

として、「買い物客が郊外に移っている」とか、「今さら中心街の活性化が必要なのか」と言う方もおられますが、

ゼロダテなどを始めとして市民活動を行っているさまざまな団体が中心市街地を活性化しにぎわいを創出しよう

として実際に活発に活動しているということも事実でありますので、これを支援してまいりたいと考えております。

○他市では駅前のにぎわいを想定して中心市街地開発計画を実施している。東北新幹線青森延伸などを踏まえ、見
えるまちづくりをすべき。
〔回答〕 大館駅前周辺はこれまでに都市計画道路の延伸や

南北自由通路の築造・大館踏切の歩道整備・大館駅北側へ

の中高一貫高開校などさまざまな公共投資を図ってきまし

た。今後は、民間の開発を誘導し、あわせて大館らしいぬ

くもりのあるおもてなしに努めてまいります。

○高速道路や新幹線もなく他市と比べて大変遅れている。
〔回答〕 日沿道の整備促進を図るため、関係機関へ要望活

動や政策提言を強化し、一日も早い供用開始を目指します。

また、既存の鉄道を最大限活用し、東北新幹線新青森駅延

伸に合わせたダイヤ改正、高速化を実現したところです。

市役所関連

○市職員の奉仕の精神が欠けている。市民に顔を向けていない。地域のボランティア活動にもっと参加すべき。
〔回答〕 職員の市民に対する奉仕精神の醸成や、市民目線での業務実施などについては、市の人材育成基本方針

に基づき、新規採用職員研修や中堅職員研修などのほか、秋田県自治研修所などへの派遣研修により計画的に実

施しております。今後も、全体の奉仕者としての公務員の基本理念、市民に対する奉仕の心構えについて、各種

研修を通じ職員のレベルアップを図ってまいりますので、ご理解願います。

医療関連
○総合病院は電子カルテの導入や医療機器などの充実を図り、魅力ある病院をＰＲし若手医師を確保すべき。
〔回答〕 弘前大学との専門医養成病院のネットワークを活用して、医師を育てながら確保して行く取り組みを進

めており、２次医療機関として高度な医療の役割を担うため、最新医療器材を年次計画で更新しております。ま

た、電子カルテの導入についても検討しているところです。今後も研修医などの若手医師に魅力ある診療体制を

確立するための診療機器などの整備に努めてまいります。
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○多額の経費で建てられた総合病院のヘリポートの使用回数は。
〔回答〕 平成19年度から11回の利用があり、主に切迫早産などによる秋田市内の病院への救急搬送となっており
ます。（平成23年２月18日現在）

○医師育成のため、市の奨学金制度の創設を。
〔回答〕 現在、自治体奨学資金に関する情勢としましては、財政状況の悪化や滞納額の増加、また滞納整理ノウ

ハウの未熟さもあり、奨学金制度を持たない、あるいは廃止する自治体が増加しております。当市では、そのよ

うな情勢の中でも特別会計で奨学資金制度を存続させ、引き続いて有用な人材育成に取り組んでおります。貸与

金額については、大学の場合、学部などの区別なく一律月額３万円で、医学部の場合は６年間貸与されることに

なっています。学費負担が増す医学部生への貸与金額の増額は、現行制度の中で検討してまいります。なお、現

在の大館市奨学生は短大や専門学校、４年生大学に通う57人であり、ちなみに平成22年度の新規決定者は11人と
なっております。毎年の募集人員が30人となっていることから、新たな奨学資金制度の創設よりも、現制度の周
知を行うことが先決であると考えます。また、平成21年度末での滞納額が約400万円、滞納者も22人となっている
ことから、この問題もあわせて解決していかなければ、新たな奨学資金制度の創設には理解が得られないものと

考えます。

○病気がゼロの人の国保税を減免やゼロにすべき。
〔回答〕 国民健康保険は、多額の医療費を負担しなくても

済むように、病院などにかかったときに被保険者の負担す

る一部負担金や国・県補助金などと国保税で賄われており

ます。病院などにかからない人は国民健康保険税を一部ま

たは全部について減免するということになれば、逆に病院

などにかかる人は国民健康保険税を多く支払わなければな

らなくなりますので、国民健康保険の相互扶助の精神に反

することになりますし、制度そのものの存続も危うくなり

ますので、要望にはお応えできないことをご理解ください。

なお、低所得者には、国保税の軽減制度として均等割・平

等割を前年度所得に応じ、７割、５割、または２割軽減し

ております。また、災害などに遭われるなど特別の事情で

納税が著しく困難な方には、その一部または全部について

減免を実施しており、これらの軽減制度や減免制度については、今後も広報などを利用して制度の周知を図りた

いと考えております。

合併関連
○合併後５年経過したが市民としての一体感を共有できていない。閉そく感が漂う地域をどうしていくのか、これ
から行政と地域の連携をどう図っていくのか。

〔回答〕 ｢地域住民自らが自主自立の精神に基づき、地域に関わる諸団体及び行政との連携により、より豊かな住

みよいまちづくりを目指す」(まちづくり推進協議会規約)という、まちづくり推進協議会の活動に敬意を表すとと

もに、市でも引き続き推進協議会への人的支援を行ってまいります。また、市の地域づくり協働推進支援事業（地

域応援プラン）の活用を始め、地域の身近な課題を地域住民みずからが解決するなど、地域住民の自発的・主体

的な地域活動を支援し、地域と行政の協働によるまちづくりを進めてまいります。

○合併後も人口減少が止まらない。企業誘致はそれなりに効果を上げているが若者の雇用の場などがない。原因を
真剣に考え、大館の良さをもっと発信すべき。
〔回答〕 ご指摘のとおり、本市の人口は年少人口や生産年齢人口を中心に年々減少を続けており、人口規模の縮

小と高齢化に傾斜した人口構造の変化も顕著です。このため、人口減少の抑制策や少子化・高齢化に対応した地

域づくりが急務であり、それが住みよいまち“大館”につながるものと考えております。具体的には、これまで

の地場産業の振興や企業誘致の促進に加え、間伐材による木質バイオマスなど新たな産業の創出、リサイクルな

ど既存の産業の更なる振興策により就業機会を拡充するとともに、子どもを生み育てやすい環境整備などの少子

化対策、高齢者福祉施設の整備拡充などの高齢化対策、地域おこし協力隊などを活用した地域コミュニティー醸

成のための取り組みなどを総合的に推進したいと考えております。
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さ

ま
ざ
ま
な
命
が
つ
な
が
っ
て
い
く
。

農
業
の
豊
か
さ
を
感
じ
る
瞬
間
だ
。

就
農
し
た
こ
ろ
、
田
ん
ぼ
は
雑
草

だ
ら
け
で
、
１．

２
ヘ
ク
タ
ー
ル
に

作
付
け
さ
れ
た
稲
が
雪
の
下
に
な
っ

た
年
も
…
…
。
多
く
の
方
々
の
親
切

と
青
年
会
や
農
業
近
代
化
ゼ
ミ
ナ
ー

ル
の
仲
間
の
支
え
が
あ
っ
た
。
い
つ

の
日
か
恩
返
し
を
と
思
い
な
が
ら
40

年
が
過
ぎ
た
。
皮
肉
に
も
42
・
６
％

の
減
反
率
と
40
年
前
の
米
価
水
準
が

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
み
な
さ
ん
か
ら
の
「
な
ま
の
声
」
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
投
稿
下
さ
い
。

⑪

上
岩
瀬
農
政
推
進
員

さ
ん

小
間
屋

喜
之
久

（
上
岩
瀬
）

こ

や

ま

ひ
さ

の

き

夢
を
か
な
え
た
。
個
人
で
の
規
模
拡

大
は
限
界
も
あ
り
リ
ス
ク
も
大
き
く

本
意
で
は
な
い
が
、
安
全
な
組
織
体

へ
の
移
行
が
急
が
れ
る
中
で
力
を
尽

く
し
た
い
と
は
思
う
が
、
農
業
で
の

恩
返
し
は
ま
だ
ま
だ
遠
い
。

情
報
化
社
会
の
中
で
少
子
高
齢
化
、

産
業
の
空
洞
化
、
金
融
破
綻
等
さ
ま

ざ
ま
な
難
題
を
抱
え
な
が
ら
未
体
験

ゾ
ー
ン
へ
と
突
入
す
る
。
先
行
き
の

見
え
な
い
不
安
も
去
る
こ
と
な
が
ら
、

「
公
平
と
正
義
」
の
意
識
が
薄
れ
て

い
る
の
が
気
が
か
り
だ
。
不
正
や
不

当
・
不
法
な
行
為
が
横
行
し
、
我
々

現
代
社
会
の
正
義
が
今
、
問
わ
れ
て

い
る
。

農
業
に
定
年
は
な
く
、
年
齢
や
体

力
に
合
っ
た
楽
し
い
農
業
を
選
択
す

る
は
ず
だ
っ
た
。
還
暦
の
今
年
、
12

ヘ
ク
タ
ー
ル
に
早
苗
を
植
え
る
。
老

い
は
や
が
て
ハ
ン
ド
ル
も
く
わ
も
私

の
手
か
ら
奪
う
だ
ろ
う
。
今
年
こ
そ

楽
し
く
心
を
耕
し
、
心
の
畑
に
種
を

ま
き
た
い
も
の
だ
。


